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情報・産業教育部 

   ９月２８日（月） 義務教育に生かすキャリア教育の実践 

 小学校と高等学校における校種間連携の事例から児童生徒のキャリア形成

について考えます。 

  １１月２０日（金） 授業で取り組む知的財産権 

 農業科や商業科の授業実践から、知的財産権の職業教育での取組について考

えます。 

  １２月 １日（火） 職業教育におけるＩＣＴ活用の基礎 

 専門教育の学習場面に応じて、最新のＩＣＴ機器を活用した実践的な授業方

法を学びます。 

生徒指導・特別支援教育部 

   ８月１０日（月）中学校支援 特別支援学級 基礎 

 特別支援学級の担任として、まずは押さえておきたいことがたくさん学べま

す。 

   ８月２５日（火）教育相談 入門 

 児童生徒や保護者への共感的な関わりのポイントを教育相談の演習を通   

して学びます。 

 

まだ間に合う！各部オススメの追加募集受付中の講座御案内 
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ねえ、学力って何？教えて！① 

結果を踏まえて授業改善を進めないといけないとは思っているんだけ

ど、他の教科とか、道徳、特活、総合的な学習の時間の準備もあるし・・・。

思うように準備が進まないのが正直なところ。ところで、学力ってどの

ようにとらえればいいのかなあ。 

『学力向上』という言葉をいろんなところで耳にするね。主に全国学力学習

状況調査の結果に基づいていると思うんだけど、調査は国語、算数・数学、

理科の３教科について実施されているよね。何だかこの３教科が、『学力』

すべてのようにとらえられてしまっているところはないかなあ。 

これからの社会って、少子高齢化、情報化、グロ

ーバル化などが進み、常に新しい知識、情報、技

術が求められるよね。子ども達は、変化が激しい

このような社会や複雑な人間関係の中で、新しい

未知の課題に試行錯誤しながら対応しなくてはい

けないと思うんだけど・・・。 

そうだね。複雑で変化の激しい社会をたくましく生きていか

なければならない子どもにとっては、そうした社会での生き

方などについて、体験的に学ぶ場が必要だと思うんだ。だか

ら、子どもたちが毎日生活している目の前の学校社会を教材

にし、望ましい集団活動や体験的な活動を通して、実際の社

会で生きて働く社会性などを身に付け、子どもの人間形成を

図る特別活動は大事だね。 

そうか、特別活動は人間関係を築く力、 

社会に参画する態度、自治的能力を育て 

ているんですね。 

特別活動 編  

 

トモニ先生 

ミガコ先生 
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全国学力・学習状況調査の結果を各校で分析し、どの点をどのよ

うに授業改善として進めていけばよいか検討していくことはとて

も大切なことだよね。でも、数値の分析も大事だけれど、併せて

自校のそれぞれの授業が、各教科・領域のねらいを踏まえ、子ど

も中心に行われているか、振り返ってみることも大事だよね。特

に、児童生徒の実態把握に基づいた教材研究は大切にしたいね。    

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

なかでも学級活動（１）では、子ども達自ら楽しく充実した学

級や学校の生活をつくっていくために、学級における諸問題につ

いて話し合い、集団の意志決定をするよ。だから、問題を発見す

る力、折り合いをつけて意見をまとめていく合意形成の能力、決

まったことをもとに実践をするなかで人間関係形成を図る力を

育てるんだよ。また学級活動（２）では、日常の生活や学習への

適応及び健康安全に関する問題を扱うよね。ここでは、話合い活

動を経て、自己決定をして実践するという自己指導能力を育てる

んだと思うよ。 

このように特別活動では、他者との話合いをして決定 

したことについて実践をするために、思考力・判断 

力・実践力（表現や実行）や主体的、実践的な態度を 

育むことになり、各教科の学習につながる汎用的な学 

力を育成しているといえるでしょう。 

つなぐ先生 

『しののめ』では今月号

より、「学力とは何か」に

ついて、若手のトモニ先

生やミガコ先生、ベテラ

ンのつなぐ先生とともに

考えていきます。 

トモニ先生  ミガコ先生     つなぐ先生 


